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市
民
の
願
い

産
科
医
療
再
開
へ

庄
原
赤
十
字
病
院
で
13
年
ぶ
り
に
産
科
医
療
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
市
で
は
産
科
医
療
再
開
を
実
現
す
る
た
め
、
広
島
県
と
連

携
し
て
、
広
島
大
学
、
三
次
市
、
市
立
三
次
中
央
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
へ
継
続
的
な
支
援
要
請
を
行
う
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
庄
原
赤
十
字
病
院
で
の
産
科
医
療
再
開
を
祝
し
、
２
月
１
日
か
ら

市
役
所
本
庁
舎
に
懸
垂
幕
を
設
置
し
て
い
ま
す
。



　

●庄原フットボールクラブ U-12

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

東城高等学校
東城応援隊

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：お兄ちゃん
が遊んでくれてうれし
いね。ご飯をいっぱい
食べようね♡

二に
か
み上　

彩あ
や
ね音

ち
ゃ
ん
（
川
西
町
）

Ｈ
29
年
６
月
19
日
生
ま
れ

父母より：元気い～っぱ

い遊んで、どんどん大きく

なってね。楽しいお話、ま

た聞かせてね♪

二に
か
み上　

陽よ
う
た太

く
ん
（
川
西
町
）

Ｈ
27
年
６
月
８
日
生
ま
れ

　庄原フットボールクラブ U-12 は、1977 年に「庄原サッカースポーツ少
年団」として設立しました。現在は、１年生から６年生の合計 16 人で活
動しています。月・水曜日に練習をして、土・日曜日にはいろいろな大会
に参加をしています。
　サッカーの技術の習得をはじめ、自立した行動ができるよう自分のこと
は自分でするようにしています。
　保護者や関係者に感謝しながら、少しでも上手になって喜んでもらえる
ように頑張ります。
　随時、クラブ員を募集し
ています。興味のある方は、
いつでも見学に来てくださ
い。体験でボールを蹴って
みたい方も大歓迎です。
　 詳しくはホームページ

（https://www.shobara-fc.
com/）をご覧ください。

代表　上尾達也
監督　倉岡喜史

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

庄原市観光ガイドの作成

　

さ
て
、
３
月
末
に
は
早
速
春

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
も
始
ま

り
ま
す
。
ま
だ
動
物
の
被
害
に

遭
っ
て
い
な
い
地
域
で
も
早
め
に

予
防
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。
一
度

味
を
し
め
た
ら
最
後
、
イ
ノ
シ
シ

は
あ
な
た
の
畑
を
と
こ
と
ん
狙
い

ま
す
よ
。

　

硬
い
毛
に
覆
わ
れ
た
イ
ノ
シ
シ

の
体
が
電
気
柵
に
触
れ
て
も
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、

な
ぜ
電
気
柵
を
張
る
の
で
し
ょ
う

か
。効

果
的
な
　
　
　
　
　
　
　

電
気
柵
や
メ
ッ
シ
ュ
の
設
置

①
電
線
の
高
さ
が
地
面
か
ら
20
セ

ン
チ
と
40
セ
ン
チ
・
電
圧
は
４
千

ボ
ル
ト
以
上

　

こ
れ
は
「
鼻
か
ら
イ
ノ
シ
シ
に

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
た
め
」で
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
鼻
に
電
線
が
当
た
ら

な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
足
が
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
上
に
あ
る
と
き
に
電

線
に
触
れ
て
も
、
電
圧
が
下
が
る

の
で
与
え
る
シ
ョ
ッ
ク
が
弱
く
な

り
ま
す
。
設
置
場
所
も
十
分
検
討

　

さ
て
い
よ
い
よ
最
終
の
振
り

返
り
で
す
。
共
同
畑
で
獣
害
対

策
に
取
り
組
む
本
村
サ
ロ
ン
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
「
み
ん
な
の
畑
」
の
森も

り
た田

千ち

よ

み

代
美
さ
ん
に
、
取
り
組
み
が
広

が
る
こ
つ
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
３
人
寄
れ
ば
」
で
す
。

　

始
め
た
ば
か
り
の
共
同
畑
の
作

業
は
、
予
定
を
立
て
よ
う
と
出
欠

を
確
認
し
て
も
、「
分
か
ら
な
い
」

「
不
参
加
」
と
い
う
回
答
も
多
か
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
「
あ
し
た

予
定
が
空
い
て
い
る
人
」「
き
ょ
う

で
き
る
人
」
と
直
前
に
声
を
掛
け

る
と
数
人
は
集
ま
り
ま
す
。
３
人

寄
れ
ば
た
い
て
い
の
作
業
は
で
き

ま
す
。
作
業
を
し
て
い
る
と
、
見

掛
け
た
人
が
ど
ん
ど
ん
作
業
に
加

わ
り
ま
す
。

　

獣
害
対
策
を
き
っ
か
け
に
地
域

で
広
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
輪
。
共
同
畑
は
鳥
獣
被
害
対
策

の
勉
強
の
場
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
の 

“
長
寿

0

0

対
策
”
に
も
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

女
性
か
ら
は
じ
め
る

獣
害
対
策

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

草く
さ
た
に谷　

夏な
つ
え枝

このコーナーでは、
農業のちょっとしたコツを、
市の営農指導員と
地域おこし協力隊員から
お知らせします。12

春
か
ら
の
栽
培
を
始
め
る
前
に

女
性
限
定
講
習
会
振
り
返
り
③
　

「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
つ
で
広
が
る
輪
」

　

道
の
駅
と
し
て
、
県
内
で

初
め
て
登
録
さ
れ
た
総
領
町

に
あ
る
「
道
の
駅
リ
ス
ト
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」。
そ
の
道

の
駅
に
あ
る
農
産
物
な
ど
の

直
売
所
が
「
特
産
品
館
」
で

す
。
こ
こ
で
は
、
主
に
町
内

産
に
こ
だ
わ
っ
た
新
鮮
野
菜

や
、
自
社
栽
培
加
工
し
た
こ

ん
に
ゃ
く
、
地
元
で
捕
れ
た

鮎
の
昆
布
巻
き
な
ど
の
加
工

品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
２
月
中
旬
か

ら
３
月
中
旬
に
は
総
領
町
が

誇
る
山
野
草
「
節
分
草
」
の

自
生
地
公
開
が
行
わ
れ
県
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、

観
光
の
拠
点
と
し
て
も
大
変

な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

す
。

定
休
日

火
曜
日
・
年
末
年
始

営
業
時
間

９
時
～
18
時

「
特
産
品
館
」
に
出
荷
　

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

番
外
編

２　市民のページ

３　こうすりゃ～ええ農

４　持続可能な財政運営プラン

え
え
の
う
！

　私たちは、春・秋の東城町のお祭りや「お通り」での観光ボ
ランティア、町内清掃活動など、地域でのボランティア活動を精力的に
行っています。
　このたび、庄原の観光ガイドマップ「高校生が考えた　魅力発見！
庄原のベストスポット」（A5 版 10 ページ）が完成しました。このガイ
ドマップは、“庄原魅力発見・発信プロジェクト”として、自然豊かで
歴史ある庄原市の魅力を多くの人に知ってもらい、実際に足を運んでも
らうことを目的に、市のまちづくり応援補助金を活用し、作成しました。
　庄原市の公共施設や飲食店などに置いてありますので、ぜひご覧く
ださい。

問い合わせ　広島県立東城高等学校　☎ 08477-2-2155

６　ひまわりバスのルートを変更します

７　光エリア拡大中

８　国民健康保険・後期高齢者医療制度改正

９　シリーズ介護保険 vol.2

10　小・中学校の適正規模・適正配置

11　コミュニティ助成事業で地域づくり

　　／安心・安全な毎日のために

12　「里山の駅庄原 ふらり」オープン

　　／花たびキャンペーン 2018

13　母子保健だより

　　／子育て通信あそびっ子

14　健康広場

15　市政トピックス

18　カメラレポート

20　お知らせ

28　裏表紙に出張！カメラレポート

特
産
品
館
に
出
荷
す
る
に
は

　

特
別
な
要
件
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
会
費　

な
し

※
販
売
手
数
料
と
し
て
販
売

額
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
を
徴
収

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

特
産
品
館

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
５
０

総
領
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
５

し
ま
し
ょ
う
。

②
電
気
柵
と
メ
ッ
シ
ュ
の
向
き
に

注
意

　

電
気
柵
の
が
い
し
（
電
線
を
支

持
す
る
た
め
の
絶
縁
器
具
）
は
外

向
き
に
設
置
し
ま
す
。
が
い
し
が

内
向
き
で
は
電
線
が
支
柱
よ
り
内

側
に
な
り
、
支
柱
部
分
か
ら
倒
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

メ
ッ
シ
ュ
は
横
線
が
田
畑
側
で

す
。

③
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
効
果
の
持
続

　

電
気
柵
は
高
さ
や
電
圧
が
正
し

い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
既
存
の
メ
ッ

シ
ュ
は
抜
け
穴
な
ど
な
い
か
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

作
付
け
の
位
置
も
　
　
　
　

大
き
な
ポ
イ
ン
ト

　

柵
ギ
リ
ギ
リ
に
作
物
を
植
え
て

し
ま
う
と
、
野
菜
や
稲
が
柵
の
外

で
実
を
つ
け
た
り
、
動
物
に
「
届

き
そ
う
」
と
思
わ
せ
て
し
ま
っ
た

り
し
ま
す
。

　

柵
の
内
側
と
外
側
は
人
が
歩

け
る
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

そ
う
だ
っ
た
！

思
い
出
し
た
！
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庄原市役所

庄原格致高校

庄原赤十字
病院

庄原小学校

庄原
郵便局

庄原警察署

庄原中学校

上野池

庄原実業高校

国営備北丘陵公園

至　三次

至　西城

芸備線芸備線

庄原消防署

備後庄原

庄原市役所

庄原格致高校

庄原赤十字
病院

庄原小学校

庄原
郵便局

庄原警察署

庄原中学校

上野池

庄原実業高校

国営備北丘陵公園

至　三次

至　西城

芸備線芸備線

庄原消防署

備後庄原

ジョイフル

休園日は通過します。

柳原口柳原口

庄原営業所前庄原営業所前

庄原バス
センター
庄原バス
センター

備北地域事務所前備北地域事務所前

庄原本町庄原本町
格致高校入口格致高校入口

三日市三日市

丘陵公園北口丘陵公園北口

田園文化
センター前
田園文化
センター前

ジョイフルジョイフル

根木田根木田

庄原大橋南庄原大橋南

ふれあいセンターふれあいセンター

下本町下本町

中本町中本町

実業高校入口実業高校入口

原手橋原手橋

消防署北消防署北

庄原中学校前庄原中学校前

庄原市役所庄原市役所

西原西原

鳥落鳥落

庄原小学校前庄原小学校前

幼稚園入口幼稚園入口

庄
原
中
央

庄
原
中
央

柳原口柳原口

庄原営業所前庄原営業所前

庄原バスセンター庄原バスセンター

郵
便
局
前

郵
便
局
前

庄
原
日
赤
病
院

庄
原
日
赤
病
院

上野公園上野公園
上野公園東上野公園東

美湯ハイツ入口美湯ハイツ入口

かんぽの郷庄原かんぽの郷庄原

ゆめさくらゆめさくら
新庄西新庄西

ザ・ビッグザ・ビッグ

原手橋原手橋

促進住宅口促進住宅口

同栄社庄原
学生寮前
同栄社庄原
学生寮前

ＪＡ庄原前ＪＡ庄原前

庄原小学校前庄原小学校前

幼稚園入口幼稚園入口
市役所
本庁舎前
市役所
本庁舎前

ひまわりバス運行経路

平成３０年４月１日改正

回りルート

回りルート
ひがし

にし

西→東を交互に回ります

市民生活課市民生活係　☎ 0824-73-1154

告
知
端
末
使
用
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た

放
送
方
法
を
一
部
変
更
し
ま
す
！

口
和
・
高
野
・
比
和
・
総
領
地
域
で
も

庄
原
・
西
城
・
東
城
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
へ

ひまわりバスのルートを変更しますひまわりバスのルートを変更します

ひまわりバス運行経路（西→東を交互に回ります）

光エリア拡大中！

　

市
は
、市
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
を
整
備
し
、平
成
27
年
10
月
か
ら
「
緊

急
情
報
」や
「
行
政
情
報
」を
音
声
で
お
知
ら

せ
す
る
「
住
民
告
知
放
送
」を
開
始
し
、順
次

エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
口
和
・
高
野
・
比
和
・

総
領
地
域
で
順
次
利
用
が
可
能
と
な
り
ま

す
。そ
れ
ら
の
対
象
地
域
で
も
住
民
告
知
端

末
の
使
用
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
、自

治
振
興
区
や
自
治
会
単
位
で
設
置
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
を
住
民
告
知
端
末
に
　

取
り
替
え
ま
し
ょ
う

　

現
在
、防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
て
緊
急

情
報
や
行
政
情
報
の
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、設
備
の
老
朽
化
に
よ
り
、将
来
的
に
防
災

行
政
無
線
で
の
放
送
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
が
終
了
し
た

後
も
引
き
続
き
放
送
を
聴
く
た
め
に
は
、住
民

告
知
端
末
の
設
置
が
必
要
で
す
。住
民
告
知

端
末
を
設
置
す
る
た
め
に
は
「
告
知
端
末
使

用
申
請
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。申
請
書
は

行
政
管
理
課
・
管
財
課
・
各
支
所
総
務
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
後
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
中
国
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
（
☎
０
８
０
０
‐
２
０
０
‐

３
４
９
９
）か
ら
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
確
認
や
工

事
内
容
の
決
定
の
た
め
２
回
電
話
が
か
か
っ

て
き
ま
す
。

　

住
民
告
知
放
送
は
、超
高
速
情
報
通
信
網

の
整
備
エ
リ
ア
の
拡
大
と
と
も
に
、庄
原
・

西
城
・
東
城
地
域
で
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

西
城
お
よ
び
東
城
地
域
で
は
、従
来
か
ら

の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と
の
併
用
期
間
が
あ
り

ま
し
た
が
、平
成
30
年
3
月
末
で
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
が
終
了
し
、住
民
告
知
放
送
の
み
と

な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、庄
原
・
西
城
・
東
城

地
域
で
異
な
る
方
式
で
行
っ
て
い
た
住
民
告

知
放
送
を
次
の
よ
う
に
統
一
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

放
送
の
変
更
点

①
定
時
放
送
時
刻
は
、開
庁
日
の
夜
（
20
時
）

と
翌
朝
（
６
時
30
分
）で
す
。

②
定
時
放
送
は
、市
内
全
域
放
送
に
続
い
て
、

各
地
域
の
放
送
を
し
ま
す
。

③
定
時
放
送
の
開
始
と
終
了
時
に
は
、放
送

を
お
知
ら
せ
す
る
音
楽
を
流
し
ま
す
。

④
臨
時
放
送
の
開
始
と
終
了
時
に
は
、放
送

を
お
知
ら
せ
す
る
チ
ャ
イ
ム
を
流
し
ま
す
。

⑤
営
利
活
動
に
つ
な
が
る
有
料
放
送
は
、行

政
情
報
、緊
急
情
報
お
よ
び
ペ
ー
ジ
ン
グ
放

送
を
優
先
す
る
た
め
、当
面
は
行
い
ま
せ
ん
。

オ
フ
ト
ー
ク
放
送
が
終
了
し
ま
す

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
西
城
お
よ

び
東
城
地
域
の
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
を
終
了
し

ま
す
。オ
フ
ト
ー
ク
放
送
が
終
了
し
た
後
も

引
き
続
き
放
送
を
聴
く
た
め
に
は
、住
民
告

知
端
末
（
③
の
機
器
）を
設
置
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。自
宅
・
事
業
所
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
放
送
端
末
が
次
の
①
・
②
の
場
合

は
、お
早
め
に
「
告
知
端
末
使
用
申
請
書
」の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。申
請
書
は
各
支
所

総
務
室
の
ほ
か
、市
役
所
本
庁
舎
行
政
管
理

課
・
管
財
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
広
報
し
ょ
う
ば
ら
２
月
号
19

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　運行開始以来、多くの皆さまにご利用いただいて
いるひまわりバス（庄原市街地循環バス）の運行ルー
トを４月１日から変更します。ますます便利になる
ひまわりバス。庄原市街地の移動手段として、ぜひご
利用ください。

　「西回り」と「東回り」を設けて、それぞれ約30 分
間で運行します。「西回り」では郵便局前バス停を、

「東回り」では丘陵公園北口バス停と市役所本庁舎前
バス停を新設します。

時刻表は確定次第、市ホームページや備北交通㈱ホームページに掲載します。
また、ひまわりバス車内や市役所窓口、備北交通㈱本社でも配布する予定です。

整備エリア サービス開始予定
【口和口南電話交換所管内】
　口和地域（永田、金田、常定） ６月１日

【口和電話交換所管内】
　口和地域（湯木釜峰、宮内、向泉、大月、
　竹地谷、本谷）

7月１日

【総領電話交換所管内】
　総領地域全域 ８月１日

【庄原高野電話交換所管内】
　高野地域全域 ９月１日

【比和電話交換所管内】
　比和地域全域 10月１日

平成30年度整備エリア問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

管
財
課
情
報
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
３

口
和
支
所
総
務
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
１

高
野
支
所
総
務
室

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
１

比
和
支
所
総
務
室

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
２
１
１
１

総
領
支
所
総
務
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
２
１
１
１

問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

西
城
支
所
総
務
室

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
１
２
１

東
城
支
所
総
務
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
１
１

①

②

③

①西城地域のオフトーク端末
②東城地域のオフトーク端末
③住民告知端末
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学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
基
本
計
画
を
策
定

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に

策
定
し
た
教
育
振
興
基
本
計
画
に
示
し
た

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
学
習
環
境
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
た
め
、
本
年
１
月
に
「
庄
原
市
立
学

校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
、
広
報
し
ょ

う
ば
ら
２
月
号
14
・
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

平
成
30
年
４
月
か
ら

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

こ
の
計
画
内
容
に
つ
い
て
、
統
合
校
の

保
護
者
や
対
象
地
域
の
皆
さ
ん
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
は
、
学
校
適
正
配
置
の
実
施
時

期
に
よ
り
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
下
の
表

の
と
お
り
グ
ル
ー
プ
別
に
順
次
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
第
１
グ
ル
ー
プ
は
平
成

30
年
度
か
ら
、
第
２
グ
ル
ー
プ
は
平
成
32

年
度
か
ら
、
第
３
グ
ル
ー
プ
は
平
成
35
年

度
か
ら
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調
整

が
つ
き
次
第
、
統
合
校
の
保
護
者
や
対
象

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
学
校
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
６

市
内
小
・
中
学
校
の

適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

県
北
初
！

「
ゾ
ー
ン
30
」
の
導
入
に
つ
い
て

　

庄
原
警
察
署
は
庄
原
市
と
連
携
し
、
生
活

道
路
の
交
通
事
故
対
策
の
一
環
と
し
て
、
県

北
初
の
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

「
ゾ
ー
ン
30
」
と
は
何
の
こ
と
？

　

ゾ
ー
ン
30
と
は
、
歩
行
者
な
ど
が
安
全
に

通
行
で
き
る
よ
う
に
、
車
両
の
「
抜
け
道
利

用
の
抑
制
」
や
「
通
過
速
度
の
抑
止
」
を
目

的
と
し
た
最
高
速
度
時
速
30
キ
ロ
の
規
制
と

道
路
管
理
者
な
ど
に
よ
る
安
全
対
策
を
組
み

合
わ
せ
た
生
活
道
路
対
策
で
す
。

　

全
国
で
整
備
さ
れ
て
お
り
、
区
域
内
の
交
通

事
故
抑
止
に
一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。   

な
ぜ
最
高
速
度
時
速
30
キ
ロ
の
規
制
な
の
？

　

自
動
車
と
歩
行
者
が
衝
突
し
た
場
合
、
自

動
車
の
速
度
が
時
速
30
キ
ロ
を
超
え
る
と
、

歩
行
者
の
致
死

率
が
急
激
に
上

昇
し
ま
す
。

　

重
大
事
故
を

抑
止
す
る
た
め

区
域
内
の
速
度

を
時
速
30
キ
ロ

以
下
と
し
て
い

ま
す
。

ど
こ
が
「
ゾ
ー
ン
30
」
と
な
っ
た
の
？

　

道
路
状
況
、
交
通
量
、
通
学
路
や
公
共
施

設
訪
問
者
な
ど
の
通
行
事
情
な
ど
を
考
慮
し
、

『
中
本
町
一
丁
目
１
番
画
～
16
番
画
』
の
区
域

内
を
指
定
し
ま
し
た
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

ゾーン30設置区域（斜線部）
（中本町一丁目１番画～16番画）

ゾーン３０

　

速
度
規
制
の
道
路
標

識
は
す
で
に
完
成
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
路

面
表
示
な
ど
で
物
理
的
、

心
理
的
に
速
度
を
出
し

に
く
い
環
境
の
整
備
や

広
報
活
動
、
取
り
締
ま

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

標識設置例

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

宝
く
じ
の
財
源
で
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備

　

市
内
の
自
治
振
興
区
が
、宝
く
じ
を
財

源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
採

択
を
受
け
て
、備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
促
進
と
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
事
業
で
す
。平
成
29
年
度
は

次
の
２
件
が
採
択
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
振
興
区
で
は
、地
域
活
動
の
基
盤
整
備

が
図
ら
れ
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

実施団体名 整備備品 事業実施の成果 上段：助成金
下段：事業費

比和自治振興区 印刷機

印刷機を整備したことで、生涯
学習事業や、広報活動、地域づ
くり活動に広く活用され、まち
づくりの拠点施設としての機
能充実が図られた。

1,500,000円
1,534,896円

上高自治振興区

フラップテーブル
折りたたみ椅子
パソコン
プロジェクター
ホワイトボード

研修室備品や学習支援設備を
整備したことで、会議や研修、
子ども学習塾などに広く活用
され、地域活動の活性化につな
がった。

1,900,000円
1,901,840円

企
画
振
興
課
自
治
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

比和自治振興区　印刷機

上高自治振興区
フラップテーブルなど

全体計画 年度
29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

適正配置基本計画策定
第１グループ 説明会・準備・統合統合先 統合校

①庄原小 川北小
②西城小 美古登小
③東城小 八幡小 粟田小
④口南小 口北小

第２グループ 説明会・準備・統合統合先 統合校
①庄原小 永末小 高　小
②板橋小 峰田小
③東　小 山内小
④東城小 小奴可小

第３グループ(中学校) 説明会・準備・統合統合先 統合校
①庄原中 比和中 総領中
②口和中 高野中

●学校適正配置の具体的な取り組み

Ｑ
／
説
明
会
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
で
す

か
。

Ａ
／
ま
ず
、
統
合
校
の
在
校
生
や
入
学
前

の
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
説
明
会
を

行
っ
た
後
、
対
象
地
域
の
皆
さ
ん
、
統
合

先
の
保
護
者
へ
順
次
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
／
第
２
・
第
３
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
予

定
時
期
よ
り
早
く
説
明
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
か
。

Ａ
／
該
当
の
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
そ
の
学
校
、
地
域
に

お
い
て
も
、
調
整
の
う
え
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

※
「
庄
原
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
基
本
計
画
」
は
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広報しょうばら／ 2018.3　10 11　2018.3 ／広報しょうばら



　
　

母子保健母子保健母子保健
コーナー

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

文
：
庄
原
市
中
学
校
教
育
研
究
会
健
康
教
育
部
会

庄
原
市
思
春
期
講
座
「
い
の
ち
の
学
習
」

花
た
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
８
を

開
催
し
ま
す

花
た
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
８
を

開
催
し
ま
す

　

庄
原
市
の
母
子
保
健
事
業
の
一
環
と

し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
市
内
全
中
学

校
の
３
年
生
を
対
象
に
庄
原
市
思
春
期

講
座
「
い
の
ち
の
学
習
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
い
の
ち
の
学
習
」は
、「
自

分
の
命
」「
他
人
の
命
」
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
事
業

で
す
。

　

日
々
の
業
務
の
中
で
命
に
直
接
関

わ
っ
て
い
る
助
産
師
や
保
健
師
が
、
授

業
で
「
命
」
や
「
性
」
に
つ
い
て
生
の

声
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。
内
容
は
、
命

の
誕
生
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
命
の
始

ま
り
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
赤
ち
ゃ
ん
の

こ
と
に
つ
い
て
、
模
擬
体
験
や
話
し
合

い
活
動
を
通
し
て
理
解
を
深
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
性
の
問
題
に
つ
い
て
実

際
の
現
場
の
話
を
聞
き
、
男
女
交
際
や

性
に
つ
い
て
適
切
な
関
わ
り
方
を
学
び

ま
す
。
そ
の
後
、
男
女
交
際
や
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
一
人
一
人
が
考
え
を
書

き
、
ク
ラ
ス
で
交
流
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
の
中
で
思
春
期
を
生
き
る

中
学
生
が
「
命
」
や
「
性
」
を
真
正
面

か
ら
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
り
、
親
へ
の

感
謝
や
他
の
人
へ
の
思
い
や
り
を
持

ち
、
自
分
を
大
切
に
生
き
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
里
山
の
駅
庄
原 

ふ
ら
り
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
！

～
備
北
の
魅
力
、
発
見
！
に
ぎ
わ
い
交
流
広
場
～

　

国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア
に

新
た
な
庄
原
の
魅
力
を
発
信
す
る
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
「
里
山
の
駅
庄
原　

ふ
ら
り
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
記
念
し
、オ
ー

プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

司
会
は
、２
日
間
と
も
庄
原
市
ふ
る
さ

と
大
使
の
西
田
篤
史
さ
ん
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

春
の
庄
原
は
、「
節
分
草
の
自
生
地
公

開
」や
「
福
寿
草
ま
つ
り
」、「
庄
原
さ
く
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
庄
原
さ
と
や
ま
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」な
ど
、「
花
」を
テ
ー
マ
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
、花
め
ぐ
り
に

便
利
な
「
花
た
び
バ
ス
ツ
ア
ー
」や
、庄
原

の
宿
で
「
花
の
お
も
て
な
し
」が
楽
し
め

る
「
花
た
び
宿
泊
プ
ラ
ン
」な
ど
を
行
い

ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、天
候
な
ど
の
事
情

に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
里
山
の
駅
庄
原　

ふ
ら
り
」は
、入
園

料
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

備
北
丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア
運
営
協
議
会

（
事
務
局　

商
工
観
光
課
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

グループワーク 抱っこ体験

妊婦体験

庄原さとやまオープンガーデン

国営備北丘陵公園
スイセンファンタジー

発表中

　
　

 

口
和
町
永
田
４
１
５
番

地
４
（
口
和
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
８
２
４
‐
89
‐

７
０
７
０

開
所
日　

月
～
金
曜
日

９
時
～
12
時

13
時
～
15
時

高
野
町
新
市
１
１
５
０
番
地
１
（
高
野
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５
（
高
野
支
所

比
和
町
比
和
５
３
５
番

地
１（
比
和
保
育
所
内
）

☎
０
８
２
４
‐
85
‐

２
６
０
８

開
所
日

毎
週
水
・
金
曜
日

９
時
～
12
時

子育て通信子育て通信

あそびっ子あそびっ子
児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

口
和
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

高
野
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

比
和
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

口
和
・
高
野
・
比
和
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

な
ら
で
は
の
世
代
間
交
流
や
、保
育

所
・
小
学
校
・
中
学
校
と
の
交
流
な

ど
を
通
し
て
、地
域
と
子
育
て
家
庭

を
つ
な
ぐ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、子
育
て
の
悩
み
な
ど
を

話
し
な
が
ら
、子
ど
も
の
成
長
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
、共
感
し
て
い
け

る
よ
う
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、地
域
を
越
え
て
の
子
育
て

家
庭
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、３
町

合
同
で
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
を
通
し
て
、他
の
地
域
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
や
孫
と
一
緒
に
、ま
た「
お

父
さ
ん
」「
お
母
さ
ん
」「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」だ
け
で
も
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　子育て支援センターは、子育て家庭や
地域の皆さんが気軽に集い交流できる
場です。今回は、口和・高野・比和子育
て支援センターを紹介します。

地
域
振
興
室
）

開
所
日　

毎
週
火
曜
日

10
時
～
12
時

※
予
約
、利
用
料
は
不

要
。（
た
だ
し
、行
事
参

加
に
つ
い
て
は
事
前
予

約
が
必
要
な
場
合
あ

り
）

３町合同でりんご狩りほうれん草の収穫体験 お寺カフェ

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
は
、①
泊
ま
っ
て

当
た
る
②
巡
っ
て
当
た
る
③
撮
っ
て
当
た

る
④
集
め
て
当
た
る
―
の
４
種
類
あ
り
、

い
ず
れ
か
に
ご
参
加
ま
た
は
ご
応
募
い
た

だ
く
と
、抽
選
で
合
計

30
人
に
比
婆
牛
３
千

円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、花
た
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
専
用
サ
イ
ト

ま
た
は
各
主
要
施
設
な
ど
へ
配
布
し
て
い

る
「
花
た
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
８
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
花
と
緑
の
ま
ち
・

庄
原
」を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
10
日
㈯
～
６
月
17
日
㈰

と
こ
ろ　

庄
原
市
内
全
域

問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会

（
事
務
局　

商
工
観
光
課
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://shobara-
info.com

/hanatabi-haru/

【
庄
原
花
た

び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
８
】

●
３
月
24
日
㈯　

10
時
～
16
時

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

▼
地
元
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

▼
庄
原
ク
イ
ズ
王
大
会

▼
大
抽
選
会

▼
熱
気
球
係
留
フ
ラ
イ
ト（
13
時
ま
で
）

●
３
月
25
日
㈰　

10
時
～
16
時

▼
地
元
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

▼
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

▼
大
抽
選
会

●
関
連
イ
ベ
ン
ト

▼
庄
原
名
物
商
品
な
ど
テ
ン
ト
販
売

▼
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
飛
行

▼
ス
イ
セ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

広報しょうばら／ 2018.3　12 13　2018.3 ／広報しょうばら
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　市政トピックス 
h

e
a

lth
y

 c
o

lu
m

n

子育てについて和やかに話し合った

木山市長に提案書を手渡す上
う え の

野彩
あ や か

花さん

児童自ら考えた市の活性化施策を説明した

貴重な提案をありがとうございました児童が手作りした資料

庄原の未来を創り上げる提案 現状の問題点も分析

　

２
月
９
日
、
庄
原
小
学
校
で
「
Ｍ
（
未
来
）
Ｓ
（
庄
原
）

Ｋ
（
活
性
化
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
会
」
が
開
催
さ
れ
、
木

山
耕
三
市
長
・
牧
原
明
人
教
育
長
を
は
じ
め
市
関
係
者
が
出

席
し
、
６
年
生
児
童
（
65
人
）
か
ら
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　

６
年
生
児
童
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
「
庄
原
に
誇
り

を
も
ち
、未
来
を
創
り
上
げ
よ
う
～
わ
た
し
た
ち
の
提
案
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
４
月
か
ら
本
市
の
現
状
と
課
題
、
市
で

取
り
組
ん
で
い
る
施
策
な
ど
を
情
報
収
集
し
、
13
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
未
来
の
本
市
の
た
め
の
活
性
化
施
策
を
検
討
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
誰
も
が
住
み
や
す
い
庄
原
」
に
つ
い
て
検
討
し

た
５
グ
ル
ー
プ
の
児
童
が
、「
上
野
池
の
外
来
種
の
駆
除
を

狙
っ
た
釣
り
大
会
」「
廃
校
を
活
用
し
た
雨
で
も
安
心
し
て

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
室
内
公
園
の
整
備
」
な
ど
の
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

　

提
案
を
受
け
、木
山
市
長
は
「
大
変
す
ば
ら
し
い
提
案
で
、

皆
さ
ん
が
庄
原
の
こ
と
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
皆
さ
ん
の
思
い
を
受
け
止
め
、
我
々
も
ふ
る
さ
と

庄
原
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
児
童
た
ち
に
応
え
て
い
ま

し
た
。

　

１
月
21
日
に
八
幡

小
学
校
で
、
１
月
28

日
に
山
内
小
学
校

で
、
そ
れ
ぞ
れ
授
業

参
観
の
後
に
、「
親

の
力
」
を
学
び
合
う

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

通
称
「
親
プ
ロ
」
講

座
が
、
保
護
者
と
教

職
員
を
対
象
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
親
プ

ロ
は
、
参
加
者
同
士

が
話
す
こ
と
で
、
子

ど
も
や
家
族
へ
の
対

応
の
仕
方
や
問
題
解

未来の庄原市をつくる活性化策を提案!!
庄原小学校６年生　ＭＳＫプロジェクト提案会

企画
振興課

子育てのヒントに
「親の力」を学び合う学習プログラム講座

生涯
学習課

決
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
よ
う
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、

子
ど
も
の
成
長
段
階
な
ど
に
応
じ
て
全
31
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
２
校
は
「
子
が
親
離
れ
し
て
い
く
」
子
育

て
後
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
子
ど
も
の
心
身
の
変
化

や
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
伸
ば
す
親
の
あ
り
方
に
つ

い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
共
感
し

て
も
ら
え
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」「
自

分
の
子
育
て
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

庄
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、「
親
プ
ロ
」
講
座

の
実
施
を
希
望
す
る
団
体
へ
、
講
座
の
進
行
を
行

う
親
プ
ロ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
生
涯
学
習
課
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
８
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w

.city.
shobara.hiroshim

a.jp/m
ain/education/

shogaigakushu/post_967.htm
l
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ケーキをトッピングする参加者

第１部で講演する高張康介医師

講演する三木啓子さん

パーティーの様子

大舞台での活躍を祈念
全国大会等出場者壮行式

生涯
学習課

　

縁
結
び
イ
ベ
ン
ト
「
縁
結
び

バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
２
月
10
日
、
庄
原
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
催
し
、男
性
13
人
、

女
性
14
人
、
計
27
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
は
ド
レ
ス
コ
ー

ド
を
設
け
、
会
場
を
バ
レ
ン
タ

イ
ン
色
に
あ
し
ら
い
華
や
か
な

雰
囲
気
を
演
出
。
参
加
者
は
結

婚
式
の
二
次
会
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
装
い
で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
臨

み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
ケ
ー
キ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
後
、
４
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
、
男
女
交
互
の

配
席
で
食
事
が
ス
タ
ー
ト
。
30

分
ご
と
に
男
性
が
テ
ー
ブ
ル
を

　

１
月
27
日
、総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、

総
領
地
域
ケ
ア
会
議
主
催
の
介
護
予
防
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
総
領
診

療
所
長
高た

か
は
り張
康こ

う
す
け介
医
師
が
「
転
ば
ぬ
先
の
骨

と
筋
肉
の
は
な
し
」
と
題
し
て
、
第
２
部
で

は
優
輝
福
祉
会
理
学
療
法
士
若わ

か
い井
達た

つ
や也
さ
ん

が
「
転
ん
だ
あ
と
の
リ
ハ
ビ
リ
の
は
な
し
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
転
倒
や
骨
折
の
要
因
と
な
る

骨
粗
し
ょ
う
症
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
と
の
関
係
や
圧

迫
骨
折
・
変
形
性
膝
関
節
症
、
運
動
機
能
の

低
下
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
（
運
動
療
法
）
の
必

要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
高
張
医
師

は
「
骨
粗
し
ょ
う
症
は
恐
ろ
し
い
病
気
。
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
検
診
で
骨

密
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
早
め
の
予
防

を
心
掛
け
、
リ
ハ
ビ
リ
の
実
践
や
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
摂
取
す
る
な
ど
、
早
め
の
対

策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
骨
粗
し
ょ
う
症
は
誰
も

が
な
り
得
る
病
気
だ
と
分
か
っ
た
」「
日
常

生
活
に
役
立
て
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
庄
原
市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
と
い
う
意
味

で
、こ
の
考
え
方
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

よ
り
働
き
や
す
い
職
場
環
境
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
市
は
２
年
前
か
ら
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て
数
多
く
の
講

演
会
で
講
師
を
務
め
る
三み

き木
啓け

い
こ子
さ
ん

を
招
き
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
働
き
方

改
革
」を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

市
内
の
企
業
や
団
体
か
ら
19
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種
類

の
数
に
驚
い
た
」「
資
料
な
ど
を
活
用

し
、
社
内
に
周
知
し
た
い
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
庄

原
市
が
よ
り
働
き
や
す
い
ま
ち
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

華やかな演出で新たな出会いを
縁結びバレンタインパーティー

いちばん
づくり課

要介護状態にならないために
介護予防講演会

総領支所

仕事と生活の調和を考える
ワーク・ライフ・バランスセミナー

商工
観光課

移
動
し
な
が
ら
、
食
事
と
会
話

を
楽
し
み
ま
し
た
。
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
続
く
フ
リ
ー
タ

イ
ム
で
も
会
話
を
弾
ま
せ
、カ
ッ

プ
ル
誕
生
へ
期
待
が
高
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、５
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
。
そ
れ
ぞ
れ
の

カ
ッ
プ
ル
に
縁
結
び
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
関
わ
り
、
今
後
の
進

展
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
は
、
こ

れ
か
ら
も
成
婚
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
最
新
の
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
は
、
し
ょ
う
ば
ら
縁

結
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

shobara-enm
usubi.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
川　

雄
太
（
東
小
３
年
）

●
第
43
回
小
学
生
将
棋
名
人
戦

と
き　

３
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰

と
こ
ろ　

大
阪
府
大
阪
市

種
目　

将
棋

新
井　

椿
（
庄
原
中
１
年
）

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

12
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

と
き　

３
月
28
日
㈬
～
30
日
㈮

と
こ
ろ　

埼
玉
県
上
尾
市

種
目　

女
子
組
手

新
井　

蓮
（
呉
港
高
１
年
・
板
橋
町
）

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

37
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

と
き　

３
月
26
日
㈪
～
28
日
㈬

と
こ
ろ　

香
川
県
高
松
市

種
目　

男
子
団
体
組
手

主
田　

周
平
（
西
城
中
１
年
）

●
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
55
回
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会

と
き　

２
月
８
日
㈭
～
11
日
（
日
・
祝
）

と
こ
ろ　

秋
田
県
鹿
角
市

種
目　

男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全

国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
競
技
会

と
き　

３
月
22
日
㈭
～
25
日
㈰

と
こ
ろ　

岩
手
県
岩
手
郡

種
目　

Ｋ
２
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
・
ス
ラ
ロ
ー
ム

小
田　

袈
方
（
比
和
中
２
年
）

●
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
55
回
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会

と
き　

２
月
８
日
㈭
～
11
日
（
日
・
祝
）

と
こ
ろ　

秋
田
県
鹿
角
市

種
目　

男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

堀
井　

響
（
西
城
中
３
年
）

●
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
55
回
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会

と
き　

２
月
８
日
㈭
～
11
日
（
日
・
祝
）

と
こ
ろ　

秋
田
県
鹿
角
市

種
目　

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

白
根　

颯
（
高
野
中
１
年
）

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全

国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
競
技
会

と
き　

３
月
22
日
㈭
～
25
日
㈰

と
こ
ろ　

岩
手
県
岩
手
郡

種
目　

Ｋ
２
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
・
ス
ラ
ロ
ー
ム

熊
本　

心
優
（
広
島
新
庄
中
２
年
・
比
和
町
）

●
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
55
回
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会

と
き　

２
月
８
日
㈭
～
11
日
（
日
・
祝
）

と
こ
ろ　

秋
田
県
鹿
角
市

種
目　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
・

ス
ラ
ロ
ー
ム

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全

国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
競
技
会

と
き　

３
月
22
日
㈭
～
25
日
㈰

と
こ
ろ　

岩
手
県
岩
手
郡

種
目　

Ｋ
２
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
・
ス
ラ
ロ
ー
ム

小
田　

采
奈
（
三
次
高
２
年
・
比
和
町
）

●
第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会

と
き　

２
月
25
日
㈰
～
28
日
㈬

と
こ
ろ　

新
潟
県
妙
高
市

種
目　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第
67
回
全

国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

と
き　

２
月
４
日
㈰
～
８
日
㈭

と
こ
ろ　

岐
阜
県
高
山
市

種
目　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ス
ラ

ロ
ー
ム

天
根　

千
晴
（
三
次
高
１
年
・
高
野
町
）

●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第
67
回
全

国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

と
き　

２
月
４
日
㈰
～
８
日
㈭

と
こ
ろ　

岐
阜
県
高
山
市

種
目　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

小
田　

愛
斗
（
広
島
商
船
高
専
３
年
・
比
和

町
）

●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第
67
回
全

国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

と
き　

２
月
４
日
㈰
～
８
日
㈭

と
こ
ろ　

岐
阜
県
高
山
市

種
目　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

小
原　

日
菜
（
進
徳
女
子
高
２
年
・
西
城
町
）

●
第
23
回
全
国
私
立
高
等
学
校
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

と
き　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）
～
24
日
㈯

と
こ
ろ　

東
京
都
町
田
市

種
目　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

１
月
31
日
、
広
島
県
代
表
と
し
て
全

国
大
会
へ
出
場
す
る
選
手
の
壮
行
式
が

市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
、
多
く
の
関

係
者
や
家
族
の
皆
さ
ん
が
出
場
者
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
矢
吹
有
司
副
市
長
と

堀
井
秀
昭
市
議
会
議
長
が
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
牧
原
明
人
教
育
長
か
ら

出
場
者
に
祝
金
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
出
場
者
を
代
表
し
て
、“
第
73

回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
”
と
“
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
第
67
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大

会
”
に
出
場
す
る
比
和
町
出
身
の
小お

だ田

采あ
や
な奈
さ
ん
（
三
次
高
２
年
）
が
決
意
表

明
を
述
べ
、
大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま

し
た
。
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■
今
月
号
は
裏
表
紙
に
も
カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト
の
記
事
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
て
い
ま
す
！

■
今
月
号
は
裏
表
紙
に
も
カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト
の
記
事
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
て
い
ま
す
！

元スキー場で雪遊びを楽しむ 音楽で地域を盛り上げるおいしいコーヒーの入れ方を伝授 文化財を火災から守る
　スノーフェスタ in くちわ・1/28 　東城ミュージックコンサート・1/21　西城自治振興区　コーヒー教室・2/6 　比和自然科学博物館収蔵庫火災想定訓練・1/24

金尾原元スキー場で、13 回目となる「スノーフェス
タ in くちわ」が開催され、市内外から約 100 人が参加
しました。

宮内自治会を中心に、口和町観光交流協会などが参
画し、かまくら作りやそりすべりジャンプ大会、雪中宝
探しなどさまざまなイベントが行われました。そりすべ
りジャンプ大会では、子どもたちはそりに乗ってきれい
にジャンプを決め、滑りを楽しんでいました。昼食には、
うどん、おでん、おにぎりが、おやつにはぜんざいな
どが振る舞われ、参加者は冷えた体を温めていました。

宮
み や の

野克
か つ み

己実行委員長は「毎年市外からも大勢参加さ
れる。口和町をもっと知ってもらうため、今後もイベン
トを続けていきたい」と話していました。

庄原市東城文化ホールで、東城ミュージックコン
サート2018が開催され、延べ450人が参加しました。

５回目となる今回、東城地域を中心とした 18 グ
ループが、バンド演奏やエレクトーンの演奏、ダンス
などを次々に披露しました。コンサートは８時間にも
及びましたが、幅広い年齢層の出演者たちが、仮装や
演出、曲のアレンジなどで個性を出し、会場を盛り上
げました。また、会場内では地域の有志の方から手作
りのディナーも振る舞われ、来場者はコンサートの合
間に食事を楽しみました。

実行委員長の藤
ふ じ わ ら

原裕
ひ ろ や す

泰さんは「毎年多くの方の笑顔
が見られるイベントになってうれしい。今後も音楽で
東城を盛り上げたい」と話していました。

西城自治振興センターで「集まれ！母ちゃん！不安
解消塾！」コーヒー教室が開催され、地域住民など10
人が参加しました。

２回目の開催となる今回は、珈琲屋「洗心館」オー
ナーの安

や す は ら

原克
まさる

さんがペーパーフィルターを用いたド
リップ法について実演を交えながら説明しました。ま
た、参加者は浅煎

い

り、中煎り、深煎りといった焙
ば い せ ん ど

煎度（煎
り具合）による香味や豆の種類による味わいの違いに
ついて学び、自分が最も気に入った豆を選びドリップ

（フィルターに入れてこす）しました。
講師の安原さんは、「お気に入りのコーヒーをお供

に、お気に入りの空間で、物ではない豊かさを感じてほ
しい」と話していました。

文化財防火デーに合わせて、比和自然科学博物館で
火災想定訓練が行われました。火災が発生した収蔵庫
から文化財を無事に運び出し、延焼防止を図るという
訓練でした。

当日は、時折吹雪になるほどの厳しい寒さでしたが、
庄原消防署高野出張所の隊員たちにより、スムーズな
訓練が行われました。訓練では、12 月に同出張所に
配備されたばかりの新型ポンプ車が用いられました。
このポンプ車は、水・泡・混合液の放射切り替えが可
能で、少ない水で高い消火性能があります。

訓練の見学に訪れた住民は、「泡の出るポンプ車は
初めて見たが、迫力があった。改めて火災防止への意
識が高まった」と話していました。

薬との賢いつきあい方を学ぶ 地域で守り伝えられる世代を越えてスキーを楽しむ 文化財の保存継承のために
　総領自治振興区仙寿大学・1/19 　神弓祭・1/27　第 53 回庄原市東城地区スキー大会・2/4 　口和町「多加意加美神社」防火訓練・1/26

　総領自治振興センターで、「仙
せんじゅ

寿大学」が開催され、
30 人が参加しました。総領自治振興区では、高齢者の
生活の課題を学習することを目的に、年に６回開校して
います。
　午前の部は円形の的に矢を放ち得点を競う「スポーツ
吹矢」を体験しました。午後の部は総領診療所長高

たかはり

張
康
こうすけ

介医師を講師に招き、「知って得するお薬との賢いつ
きあい方」と題した講演が行われました。講演では、ポ
リファーマシー（多剤併用）対策やジェネリック薬品の
活用の必要性などについて、分りやすく説明されました。
　高張医師は「正しい知識を身につけ、薬と賢くつきあっ
てもらいたい」と話していました。

　西城町内で、神
じんきゅうさい

弓祭が行われました。神弓祭は弓が
中心的な役割を担う神事で、家内安全・五穀豊

ほうじょう

穣を願
い、弓の弦を打つ勇壮な音色に乗せて、歌うような調
子で祭文を唱えながら執り行われます。古い形式を留
めた全国的にも貴重な祭りとされ、特に西城地域のも
のは広島県の無形民俗文化財に指定されています。本
来は非公開の祭りですが、調査研究のために参観が許
され、東京や出雲からも３人の研究者が訪れました。
　中世芸能の研究者の宮

み や じ ま

嶋隆
りゅうすけ

輔さんは「神弓祭はこれ
まであまり情報がなかったので、今回の成果は大きい。
なによりも、素晴らしい祭りを見ることができて本当
に感動した」と話していました。

ひろしま県民の森スキー場で、庄原市体育協会東城
支部が主催する庄原市東城地区スキー大会が開催され
ました。このスキー大会は、これまで数多くのジュニア
選手が巣立った歴史のある大会です。

大会では、個々のレベルに合わせたスキー講習に 19
人が参加し、競技には６歳から67歳までの34人が男女・
年齢別の 12 部門に出場し、タイムを競いました。当日
は天候に恵まれ雪のコンディションもよく、参加者は気
持ちよくスキーを楽しんでいました。

女子小学生低学年の部に出場した、小
お だ

田和
なごみ

さんは「難
しいコースだったけど、最後まで滑りきることができて
うれしかった。来年もまた出場したい」と話していました。

　1 月 26 日は文化財防火デーです。文化財防火デー
は、昭和 24 年に現存する世界最古の木造建築である
法隆寺の金堂から出火し、重要文化財の壁画が焼損し
たことがきっかけで始まったものです。
　本年も文化財防火デーに合わせて、1 月 21 日に口
和町向泉の「多

た か お か み

加意加美神社」で防火訓練が行われま
した。「多加意加美神社」は本殿・獅子狛犬・随

ず い し ん

身像・
社
し ゃ そ う

叢（神社の社殿や境内を囲うように密生している林）
が市の指定文化財となっています。貴重な文化財を後
世へ伝え残すため、地域の皆さんはバケツリレーや消
火器などでの初期消火訓練に熱心に取り組んでいまし
た。

▲ジャンプ成功 ▲たくさんの来場者で会場はにぎわった▲お気に入りの豆を使ってドリップ ▲新しく配備されたポンプ車を用いて訓練が行われた

№6 №2

№8 №7 №3№4

▲参加者は高張医師の講演に聞き入った ▲弓の弦を打ち鳴らしながら執り行われる▲ゴール目指してスタートを切った ▲訓練ではバケツリレーなどが行われた

№5 №1



お知らせInformation

催　
　

し

相　
　

談

時
悠
館
春
休
み
特
別
展

●
第
28
回
中
国
山
地
豊
か
な
自
然

写
真
展

　

里
山
の
自
然
と
民
俗
行
事
を
写

し
た
作
品
34
点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き

３
月
11
日
㈰
～
４
月
３
日
㈫

９
時
～
17
時

と
こ
ろ　

時
悠
館

入
館
料　

高
校
生
以
上
４
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

時
悠
館
文
化
講
演
会

●
弥
生
時
代
の
備
後
北
部
～
四よ

す
み隅

突と
っ
し
ゅ
つ
が
た

出
型
墳ふ

ん
き
ゅ
う丘
墓ぼ

と
交
流
～

　

弥
生
時
代
の
豪
族
の
墓
で
あ
る

四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
は
、
中
国
山

地
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
特
殊
な

形
状
の
方
墳
で
、
庄
原
を
は
じ
め

中
国
地
方
で
広
く
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
墳
丘
墓
の
年
代
と
分

布
か
ら
、
古
代
の
備
後
北
部
の
様

相
と
交
流
を
探
り
ま
す
。

と
き　

３
月
17
日
㈯

14
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

時
悠
館
研
修
室

講
師　

桑
原
隆
博
さ
ん
（
比
治
山

大
学
非
常
勤
講
師
・
元
広
島
県
立

歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
）

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

庄
原
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
昔
か

ら
愛
さ
れ
、
日
本
さ
く
ら
名
所
百

選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
上
野
公
園

で
、
第
３
回
庄
原
さ
く
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
地
元

団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
庄
原

の
お
い
し
い
も
の
を
集
め
た
出
店

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
８
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

上
野
総
合
公
園

問
い
合
わ
せ

さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
事
務
局
（
庄
原
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
１
２
１

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ４月19日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ４月12日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ４月３日㈫・17日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

高野 ４月10日㈫13時～15時 高野支所

比和 ４月19日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ４月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ４月19日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ４月19日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ３月22日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

高野 ４月10日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ４月19日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ４月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ３月30日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　高野 ４月13日㈮13時～16時 高野支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」　４月３日㈫・17日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
４月５日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
３月27日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 聴覚 ４月19日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ４月２日㈪・16日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ４月10日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

募　
　

集

広
島
県
「
み
ん
な
で
減
災
」

備
え
る
フ
ェ
ア

　

広
島
県
で
は
、
各
家
庭
で
の
備

蓄
な
ど
の
防
災
対
策
の
促
進
の
た

め
、
協
賛
企
業
の
店
舗
で
「
み
ん

な
で
減
災
」
備
え
る
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ア
を
き
っ

か
け
に
「
家
庭
で
の
備
え
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。「
減
災　

は
じ
め
の
一
歩
」
で
検
索
！

と
き　

３
月
３
日
㈯
～
18
日
㈰

※
一
部
の
参
加
店
舗
で
は
実
施
期

間
が
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
危
機
管
理
監
減
災
対
策
推

進
担
当

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
７
８
１

無
料
登
記
相
談

　

国
民
の
重
要
な
財
産
で
あ
る
土

地
や
建
物
は
、法
務
局
に
あ
る
登

記
簿
に
記
録
（
登
記
）す
る
こ
と

に
よ
り
、そ
の
権
利
が
保
全
さ
れ

ま
す
。と
こ
ろ
が
、土
地
の
位
置
や

範
囲
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の

や
、境
界
紛
争
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

４
月
１
日
の「
表
示
登
記
の
日
」

に
合
わ
せ
、無
料
登
記
相
談
を
行

い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

と
き　

４
月
１
日
㈰

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

ジ
ョ
イ
フ
ル
な
が
え

相
談
内
容　

①
土
地
・
建
物
の
登
記
（
土
地
の

分
筆
・
地
目
変
更
な
ど
）

②
土
地
の
所
在
な
ど
（
相
続
し
た

土
地
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
な

ど
）

③
土
地
の
境
界
な
ど
（
隣
と
の
境

界
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
）

問
い
合
わ
せ

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
三
次

支
部　

田
丸
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
65
‐
３
０
０
４

平
成
30
年
度
医
療
従
事
者　

奨
学
金
奨
学
生
募
集

　

市
は
、
将
来
、
市
内
の
医
療
機

関
な
ど
に
医
師
・
助
産
師
・
看
護

師
・
准
看
護
師
と
し
て
勤
務
す
る

意
思
の
あ
る
方
に
対
し
、
修
学
な

ど
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る

「
医
療
従
事
者
育
成
奨
学
生
」
を

募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
27
日
㈮
ま
で

（
消
印
有
効
）

奨
学
金
貸
付
対
象
者

①
大
学
の
医
学
を
履
修
す
る
課
程

に
在
学
す
る
人
／
②
養
成
施
設

で
、
看
護
学
生
な
ど
と
し
て
履
修

す
る
課
程
に
在
学
す
る
人

募
集
定
員

①
医
学
生
…
若
干
名
／
②
助
産

師
・
看
護
学
生
な
ど
…
10
人
以
内

貸
付
金
額

①
医
学
生
…
月
額
20
万
円
以
内
、

入
学
支
度
金
１
０
０
万
円
以
内
／

②
助
産
師
・
看
護
学
生
な
ど
…
月

額
10
万
円
以
内
、
入
学
支
度
金

50
万
円
以
内

貸
付
者
の
決
定

　

５
月
中
旬
～
６
月
上
旬
に
審
査

会
委
員
が
面
接
を
行
い
、
決
定
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

広島県防災キャラクター
「タスケ三兄弟」
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国税専門官募集

お知らせInformation

そ  

の  

他

知
っ
て
く
だ
さ
い 

里
親
制
度

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一

緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。「
里
親
制

度
」
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を

家
庭
で
預
か
り
、
愛
情
を
持
っ
て

育
て
る
制
度
で
す
。
広
島
県
で
は

里
親
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
里
親
の
種
類

【
ふ
れ
あ
い
里
親
】　

夏
・
冬
休
み

な
ど
に
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
家

庭
で
過
ご
す
方

【
養
育
里
親
】　
「
社
会
的
に
自
立

す
る
ま
で
」「
親
が
入
院
し
て
い

る
間
」
な
ど
の
一
定
期
間
、
あ
た

た
か
い
家
族
の
暮
ら
し
を
共
に
す

る
方

【
養
子
縁
組
希
望
里
親
】　

家
族
と

な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方

【
親
族
里
親
】　

親
族
の
子
ど
も
と

一
緒
に
暮
ら
す
方

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
の
養
育
に
理
解
が
あ
り
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
里
親

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

　【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
２
月
号
27
ペ
ー

ジ
の
募
集
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た

「
子
ど
も
教
室
の
受
講
生
募
集
」
の

記
事
で
、
庄
原
子
ど
も
文
学
館
短
歌

教
室
の
開
催
曜
日
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
「
毎
月
第
１
土
曜

日
」
で
す
。
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18 歳以上 27 歳未満 随時 受け付け時にお知らせします

幹部候補生

一般 22 歳以上 26 歳未満

5月1日㈫まで

1次：5月12日㈯・13日㈰
2次：6月12日㈫～15日㈮

歯科 専門の大卒（見込み含む）で
20 歳以上 30 歳未満 1次：5月12日㈯

2次：6月12日㈫～15日㈮薬剤科 専門の大卒（見込み含む）で
20 歳以上 28 歳未満

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満 1次：5月26日㈯
2次：6月27日㈬～7月2日㈪

　詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。
　問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎０８２４－６２－０３５０

広島地本 検索

　国税庁では、国税専門官を募集しています。募集要項は次のとおりです。

受験資格

１　昭和63年４月２日～平成９年４月１日生まれの人 
２　平成９年４月２日以降生まれの人で、次に掲げる人 
　(1)大学を卒業した人または平成31年３月までに大学を卒業する見込みの人 
　(2)人事院が(1)に掲げる人と同等の資格があると認める人

受験申込方法

原則としてインターネットにより申し込み 
　インターネット申し込み専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html 
　インターネット申し込みができない場合は、受験申込書を第１次試験地に対応する
　国税局に郵送または持参してください。

受験申込受付期間 インターネット　３月30日㈮９時～４月11日㈬（受信有効） 
郵送または持参　３月30日㈮～４月２日㈪（通信日付印有効）

試験日
第１次 ６月10日㈰
第２次 ７月11日㈬～19日㈭のうち指定する日時

受験案内・パンフレッ
ト請求、問い合わせ

広島国税局人事第二課試験研修係 
〒730-8521　広島市中区上八丁堀６－30　☎082-221-9211　内線3635・3743 
または庄原税務署総務課 
〒727-8790　庄原市三日市町667番地５　☎0824-72-0303（直通）

詳細は国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp)でご確認ください。

バイク・軽自動車などの廃車・名義変更の手続きをお忘れなく
　
　軽自動車税は毎年４月１日現在、原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車および二輪の小型自動車を所
有している方に課税されます。
　「人に譲った」「廃車にした」「盗難にあった」など変更があった場合は、必要な手続きを行ってください。
 注意 !!　４月２日以降に廃車手続きしたものについては、その年度の軽自動車税が課税されます。
各種登録の手続き・問い合わせ先

軽自動車などの種類 手続き・問い合わせ
原動機付自転車(125ccまでのバイク)、
小型特殊自動車・農耕用作業車

税務課資産税係　☎0824-73-1144
または各支所地域振興室・市民生活室

軽自動車（四輪・三輪） 軽自動車検査協会広島主管事務所　☎050-3816-3080
広島市西区観音新町４丁目13番13-４号

軽二輪車
(125ccを超え250ccまでのバイク)

広島県軽自動車協会　☎082-532-5507
広島市西区観音新町４丁目13番13-３号

二輪小型自動車
(250ccを超えるバイク)

中国運輸局広島運輸支局　☎050-5540-2068
広島市西区観音新町４丁目13番13-２号

●税額などの問い合わせ
　税務課資産税係　☎0824-73-1144　または各支所地域振興室・市民生活室

農耕用作業車の登録はお済みですか
　
　乗用装置のある農耕用作業車は、公道を走行しないものであっても軽自動車税の課税対象となります。
　対象となる車両を所有している方で、登録をしていない場合は、本庁税務課・各支所税務担当室で登
録手続きを行い、標識 ( ナンバープレート ) の交付を受けてください。
対象車両　トラクター・コンバイン・田植機・農業用薬剤散布車など
登録手続きに必要なもの　印鑑・販売（譲渡）証明書
　※登録時に車台番号の記入が必要です。車台番号が分かるものをご持参ください。
税額　年額２千円
問い合わせ　税務課資産税係　☎ 0824-73-1144

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！全

国
大
会

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
愛え

が

お顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
）

（
平
成
29
年
10
月
28
日
～
30
日
／

愛
媛
県
松
山
市
）

●
陸
上
競
技（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
）

●
陸
上
競
技
（
立
幅
跳
）

１
位

永
谷　

拓
海
（
庄
原
特
別
支
援
学

校
１
年
）

●
陸
上
競
技
（
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス

ロ
ー
）

２
位

上
岡　

正
恵
（
口
和
町
）

Ｎ
Ｐ
Ｂ
12
球
団
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
２
０
１
７

（
平
成
29
年
12
月
27
日
～
29
日
／

札
幌
ド
ー
ム
）

広
島
東
洋
カ
ー
プ
ジ
ュ
ニ
ア

伊
藤　

剛
志
（
東
城
小
６
年
・
東

城
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

全
国
小
学
生
雪
合
戦
大
会

（
２
月
11
日
／
群
馬
県
長
野
原
町
）

優
勝

高
野
雪
合
戦
部
・
青

中
国
大
会

中
国
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
１
月
23
日
～
25
日
／
島
根
県
飯

南
町
）

●
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

●
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

１
位

熊
本　

心
優（
広
島
新
庄
中
２
年
・

比
和
町
）

中
国
・
四
国
地
区　
　
　
　
　

銃
（
短
）
剣
道
選
手
権
大
会

（
２
月
４
日
／
山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
）

●
団
体
戦
一
般
の
部

１
位

山
﨑　

隆
輝
（
東
城
高
３
年
）

井
澤　

啓
作
（
寿
製
菓
・
東
城
町
）

●
個
人
戦
少
年
の
部

３
位

山
﨑　

隆
輝
（
東
城
高
３
年
）

そ
の
他

全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス
ト

●
科
学
部
門

学
研
賞

口
北
小
学
校　

第
１
学
年

『
こ
と
ば
の
輝
き
』　　
　
　
　

優
秀
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

●
Ⅰ
部
門　

論
理
的
に
表
現
す
る
力

優
秀
賞　

矢
嶋　

詩
子
（
庄
原
小
５
年
）

●
Ⅲ
部
門　

本
を
読
ん
で
考
え
、

表
現
す
る
力

優
秀
賞

柳
生　

旺
輝
（
庄
原
小
３
年
）

若
山　

阿
月
（
板
橋
小
６
年
）

第
70
回
鈴
木
三
重
吉
賞

●
作
文
の
部

特
選

柳
田　

凌
輔
（
庄
原
小
５
年
）

周
藤　

雪
楽
（
比
和
中
２
年
）

学
校
賞

比
和
中
学
校

●
詩
の
部

特
選

お
か
も
と
り
く
な
（
板
橋
小
１
年
）
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お知らせInformation

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

スイセンファンタジー
３月24日㈯～４月13日㈮開催！

国営備北
丘陵公園
だより

期間中の開園時間／９時30分～17時（入園は16時まで） 
　　　　　休園日／月曜日（祝日の場合は翌日休園）

ス
イ
セ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ひ
ば
の
里
開
催
イ
ベ
ン
ト

　

全
て
ひ
ば
の
里
「
上
の
農
家
」

で
開
催
し
ま
す
。

【
お
は
ぎ
づ
く
り
体
験
】

と
き　

３
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
・

21
日
（
水
・
祝
）

９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
受
付
は
15
時
30
分
ま
で

定
員

１
日
１
０
０
組

参
加
費

２
０
０
円

【
桜
蒸
し
パ
ン
づ
く
り
体
験
】

　

さ
く
ら
を
の
せ
た
蒸
し
パ
ン

づ
く
り
で
す
。
あ
ん
に
も
さ
く

ら
が
入
り
、
春
の
風
味
を
味
わ

え
ま
す
。

と
き　

３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

9
時
30
分
～
16
時
30
分

※
受
付
は
15
時
30
分
ま
で

定
員

１
日
20
組

参
加
費

５
０
０
円

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ＮＥ
Ｗ !

　

日
本
一
規
模
！
こ
と
し
は

７
０
０
品
種
・
１
５
０
万
本
の

ス
イ
セ
ン
が
咲
き
広
が
り
ま
す
！

　

み
の
り
の
里
「
ス
イ
セ
ン
ガ
ー

デ
ン
」
で
は
３
月
上
旬
か
ら
４

月
中
旬
に
か
け
て
白
や
黄
色
の

色
鮮
や
か
な
ス
イ
セ
ン
が
丘
一
面

に
咲
き
広
が
り
ま
す
。
週
末
を

中
心
に
観
察
会
や
ス
イ
セ
ン
切

り
花
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
ま
す
。

【
ス
イ
セ
ン
の
見
頃
】

　

公
園
の
ス
イ
セ
ン
の
「
早
咲

き
」
の
品
種
は
３
月
上
旬
ご
ろ

か
ら
一
部
の
品
種
が
花
を
咲
か

せ
始
め
、「
中
咲
き
」
の
品
種
は

３
月
中
旬
～
４
月
上
旬
、｢

遅
咲

き｣

の
品
種
は
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
に
か
け
て
次
々
に
咲

き
ま
す
。

　

ス
イ
セ
ン
が
一
面
に
咲
き
そ

ろ
う
時
期
は
３
月
下
旬
～
４
月

上
旬
ご
ろ
で
す
。

　

な
お
、
開
花
時
期
は
天
候
や

気
温
に
よ
っ
て
前
後
し
ま
す
の

で
、
最
新
の
開
花
状
況
は
公
園

管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
イ
セ
ン
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

全
て
み
の
り
の
里
「
ス
イ
セ

ン
ガ
ー
デ
ン
」
で
開
催
し
ま
す
。

【
ス
イ
セ
ン
の
切
り
花
体
験
】

と
き　

３
月
31
日
㈯
、
４
月
１

日
㈰　

13
時
～

定
員　

１
日
２
０
０
人
（
１
人

10
本
ま
で
）

※
開
催
日
は
ス
イ
セ
ン
の
開
花

状
況
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

※
荒
天
の
場

合
は
中
止
と

な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
ス
イ
セ
ン
観
察
会
】

　

品
種
の
見
分
け
方
や
育
て
方

な
ど
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
園

内
の
ス
イ
セ
ン
を
観
察
し
ま
す
。

と
き　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）・

24
日
㈯
・
25
日
㈰
、
４
月
１
日

㈰　

13
時
～
15
時

講
師　

日
本
水
仙
協
会
会
員
・

三
宅
幹
雄
さ
ん　

【
ス
イ
セ
ン
カ
フ
ェ
】

　

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
そ

の
場
で
ひ
い
て
飲
む
体
験
で
す
。

と
き　

開
催
期
間
中
の
土
・
日

曜
日　

10
時
～
15
時

参
加
費　

１
杯
１
０
０
円　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

学
校
特
別
賞

比
和
小
学
校

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
'17

【
文
芸
祭
】

▼
短
歌

●
小
・
中
・
高
校
生
の
部

入
選

堀
尾　
　

央
（
庄
原
中
１
年
）

岩
﨑　
　

湊
（
東
小
２
年
）

藤
本　

千
早
（
粟
田
小
１
年
）

平
野　

美
咲
（
高
野
中
２
年
）

松
尾
怜
衣
紗
（
東
小
２
年
）

道
下　

黎
哉
（
庄
原
中
２
年
）

田
川　

瑠
那
（
比
和
小
５
年
）

長
谷
川
舞
姫
（
比
和
小
５
年
）

杠　

航
太
朗
（
比
和
小
３
年
）

森
松　

愛
淋
（
東
小
４
年
）

●
一
般
の
部

広
島
県
議
会
議
長
賞

家
島　

晶
子
（
口
和
町
）

広
島
市
教
育
委
員
会
賞

古
家
八
千
代
（
高
野
町
）

入
選

河
面　

道
男
（
山
内
町
）

鳥
井　

幸
惠
（
山
内
町
）

橘　
　

京
子
（
西
本
町
）

▼
俳
句

●
一
般
の
部

広
島
県
教
育
委
員
会
賞

以下のとおり広告主を募集しています。市の発行物などに広告を掲載して企業などをＰＲしませんか？

名　称 枠
数 規　格 広告料（月額） 配布数量など 備　考

広報紙
（随時募集中）

※
各
月
で
枠
数
変
動
有

①縦45×横173
（mm）

１色 カラー

毎月
約1万6千世帯

■掲載期間は月単位と
し、連続３カ月以上で１
割、７カ月以上で２割の
広告料を割引
■掲載は申請の翌々月
■カラー広告は裏表紙のみ
■応募多数の場合は市内
事業者を優先し先着順

25,000円 50,000円

②縦45×横85
（mm） 15,000円 30,000円

ホームページバナー
（市ホームページの
トップページへのバ
ナー広告）

５
枠

縦50 ×横150
（ピクセル）
※形式：GIF、JPEG、
　テキストのいずれか
　（アニメーション可）
※容量：５㌔バイト以下

5,000円
トップページ
アクセス数
約4万件/月

■掲載は月単位・最長12
カ月まで
■応募多数の場合は市内
事業者を優先し先着順

　※市税を滞納している方の広告は掲載できません。
　※その他、公用車など随時広告を募集しています。
　　詳細は市ホームページ（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/）をご覧ください。

問い合わせ
　財政課理財係
　☎ 0824-73-1202

広告主を募集しています

永
宗　

敏
昭
（
新
庄
町
）

特
選

家
島　

晶
子
（
口
和
町
）

入
選

近
藤　

昌
平
（
七
塚
町
）

新
宅　

涼
枝
（
口
和
町
）

林　
　

武
志
（
川
手
町
）

稲
垣
サ
カ
エ
（
川
北
町
）

山
﨑　

靖
子
（
田
原
町
）

▼
現
代
詩

●
小
・
中
・
高
校
生
の
部

広
島
市
長
賞

岩
倉　

瑞
姫
（
比
和
小
６
年
）

入
選

加
藤　

望
花
（
比
和
小
５
年
）

津
浦　

雪
絵
（
比
和
小
６
年
）

川
東　

結
羽
（
比
和
小
６
年
）

周
藤　

咲
李
（
比
和
小
６
年
）

●
一
般
の
部

広
島
県
教
育
委
員
会
賞

ふ
く
ば
ま
つ
こ
（
板
橋
町
）

▼
川
柳

●
高
校
生
・
一
般
の
部

入
選

荒
木
美
智
子
（
是
松
町
）

【
大
正
琴
・
新
舞
踊
の
祭
典
】

●
新
舞
踊
の
部

最
優
秀
賞

花
柳
銀
扇
会

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広告 配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

広報しょうばら／ 2018.3　24 25　2018.3 ／広報しょうばら



お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　４月９日（月）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

４月

男子厨房に入る
～男性も楽しく料理をしています～ 先人の知恵を知る

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

３月・４月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　※内科・中学生以上のみ診療
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶いよいよ３月24 日から、国営備北丘陵公園北入口エ
リアでの社会実験事業が開始されます。（広報しょうば
ら２月号19 ページ、３月号12 ページをご覧ください。）
観光情報が得られ、地域の食材を活用したおいしい料
理も食べられ、人と楽しく交流できる場所になります。
皆さん、「ふらり」と立ち寄ってみましょう。
▶第２回庄原いちばん動画ＣＭコンテストの応募を
２月20 日に締め切りました。今回は前回より多く応
募があり、中には市内の小・中学生が作った作品や、
プロが作ったように思える作品もありました。審査
会は３月下旬の予定です。作品は特設YouTube チャ
ンネルや市公式Facebook ページで紹介していきま
すので、ぜひご覧ください。

３月・４月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　と　き　３月26日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　参加費　5,000円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○世界の天然石＆アジアン衣料
　と　き　３月12日㈪まで
　ところ　交流ホール
○フクロウ展
　と　き　３月９日㈮～４月16日㈪
　ところ　エントランスホール

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
趣味の竹細工作品展（カブトムシ・クワガタなど）
とき　４月８日㈰～10日㈫　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

３月21日（水）日伝医院 ☎08477-2-2180
25日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

４月１日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
８日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
15日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

※４月の予定は変更になる場合があります。詳しくは東城支
所市民生活室（☎ 08477-2-5131）へお問い合わせください。

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成30年１月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３６，２２１人　　（前年比－７０６人）　
男　　　１７，１８２人　　（前年比－３２１人）　
女　　　１９，０３９人　　（前年比－３８５人）　
世帯数　１５，７３２世帯　（前年比－８０世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３６９人（前年比＋１１人）

【お詫びと訂正】
　広報しょうばら２月号で、平成 29 年 12 月末現
在の人口の前年比を誤って掲載しました。正しくは
以下のとおりです。訂正し、お詫びいたします。
㊣人口　　３６，２６７人　（前年比－７１６人）
　男　　　１７，２１４人　（前年比－３１９人）
　女　　　１９，０５３人　（前年比－３９７人）

と　き　３月 26 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　アコースティックインストデュオ 「さらさ」
演奏曲目　見上げてごらん夜の星を、春よ来い、情
熱大陸　ほか
▶さらさ（森

もりかわ

川敏
としゆき

行・大
おおおか

岡真
ま ち こ

知子）…アイリッシュ
ハープの縦糸とアコースティックギターの横糸で織
り上げた生地に、彩り豊かな絵を描くような音作り
をコンセプトに2008年２月結成。 オリジナル楽曲の
他、ポップスなど誰もが聴いたことのある曲を、そ
れぞれの楽器の特性を生かしたアレンジをモットー
に演奏する。現在までにアルバムを６枚リリース。
▶森川敏行（アコースティックギター）…ギター 1
本でメロディー、伴奏、ベースなどを表現する。現
在ソロ活動のほか、「さらさ」、ギターデュオ、ジプ
シージャズユニットなどでの演奏活動や、ギターの
指導もしている。広島のラジオ・テレビの番組やＣ
Ｍなどに楽曲提供している。フィンガーピッキング
コンテストで数々の賞を受賞。
▶大岡真知子（アイリッシュハープ）…エリザベト
音楽大学卒業。 「さらさ」の他、ソロ活動やアイリッ
シュユニットでの演奏活動、ピアノ、ハープ、コー
ラスの指導もしている。ＲＣＣ文化センター・中国
新聞文化センター講師。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

　庄原市歴史民俗資料館は庄原地域の歴史・古文書・民俗資
料を中心に展示しています。
　人々が庄原市に住み始めたのは、今から１万２千年以上前
の旧石器時代からと考えられますが、石器が見つかっている
だけで明確な遺跡はありません。
　縄文時代になってくると、東城町の帝

たいしゃくきょう

釈峡遺
い せ き ぐ ん

跡群をはじめ
として、徐々に遺跡の数が増えてきます。濁川町の陽

よ う ち

内遺跡
では、西日本にほぼ類例がない完全な形の深鉢形土器などが
見つかり、広島県の重要文化財に指定されています。
　弥生時代から遺跡の数は飛躍的に増えてきます。四

よ す み

隅突
とっしゅつ

出
型
がた

墳
ふ ん き ゅ う ぼ

丘墓で有名な佐
さ だ だ に

田谷墳墓群（高町）、山陰系の土器が多
量に出土した妙

みょうけんやま

見山遺跡（東本町）、発見当時全国で４例目の
銀製山

く ち な し が た

梔形空
うつろだま

玉が出土した唐
か ら び つ

櫃古墳（川西町）や、庄原で最
大の旧

ふ る で ら

寺古墳群（掛田町）など全国的にも知られている遺跡
が数多く存在しています。また、奈良時代に鉄を都に送った
とされる証拠が平城京跡の木

も っ か ん

簡から分かっており、古くから
鉄生産が盛んであったことが知られています。
　中世以降では甲

こうやま

山城（本郷町）を本拠地とした山内氏関連
の古文書を、近世以降では商家内部を再現した展示、現代ま
で使われていた民具などを展示しています。
　この資料館は、庄原市の過去から現在までの歴史が全て分
かるように展示していますので、皆さんのご来館をお待ちし
ています。

　市は、市内の各地域で、男性料理教室を開催しています。
　「料理ができるようになりたい」「何か新しいことをやりたい！」。こ
の男性料理教室は、元気！のための講座です。
　料理は初めて、ちょっと苦手という方など、自分で料理を作る楽し
さを実感してみませんか？
　健康の基本は食生活です。教室では、男性が家庭で作れる簡単な
料理や、健康に生活するための豆知識を学び、積極的に台所に立つ
ことで、料理をする喜びを味わい食生活に関心を持ってもらうことを
ねらいとしています。また、調理実習を通して仲間を作り、心と体の
元気度アップを図りましょう!!

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

4月15日㈰ ザ・ビッグ庄原店 11時30分～
15時30分

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

料理教室に入ろうと思った理由
★時間ができたので 
★趣味の１つとして
★ひとりになっても困らないように
★家族に料理を作りたい　など

田園文化センター ☎ 0824-72-1159

（歴史民俗資料館・倉田百三文学館）

開館：10 時～17 時、 休館：月曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

庄原保健福祉センターで開催する男性料理教室の内容を紹介

◆いきいきメンズ倶楽部　　毎月第３木曜日　（中級者向け）
◆さわやかクッキング　　　毎月第４火曜日　（初心者向け）
対　象　成人男性
内　容　楽しい♪簡単料理実習（旬の食材を使った簡単料理）
　　　　栄養士による病気を防ぐ健康講座
ところ　庄原保健福祉センター（調理実習室・研修室３）
　　　　（西本町四丁目３番１号）
時　間　10 時～ 13 時 30 分
材料費　１人１回 300 円程度
持参物　エプロン・三角巾
　各地域でも開催されていますので、お気軽に各支所地域振興
室・市民生活室にお問い合わせください。
申し込み　保健医療課健康推進係　☎ 0824-73-1255

広報しょうばら／ 2018.3　26 27　2018.3 ／広報しょうばら
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日本一を祈念して激励

雪上で熱く燃えた２日間

　庄原市カープ応援隊　カープ日南キャンプ訪問・2/4

　雪合戦ひろしま 2018 in 高野・2/3 ～ 4

　庄原市カープ応援隊の一行が、広島東洋カープのキャンプ地である宮
崎県日南市の天

てんぷく

福球場を訪問しました。
　カープ応援隊を代表して庄原市観光協会の土

ど い

井幹
み き お

雄会長が「庄原市の
特産品を食べて、セ・リーグ３連覇を！そして、ことしこそ日本一を！」
とカープ応援隊の想いを緒

お が た

方孝
こういち

市監督に伝え、庄原米や比婆牛などの特
産品を贈呈しました。
　カープ史上初のセ･リーグ３連覇と日本一が掛かる今シーズン。ぜひ
皆さんもカープ応援隊に参加し、一緒に熱い声援を届けましょう。

　第 21回広島県雪合戦大会「雪合戦ひろしま 2018in 高野」
が高野スポーツ広場で開催され、県内外から 83 チームがエ
ントリーしました。この大会は、第５回日本雪合戦選手権大
会（長野県）、第 30 回昭和新山国際雪合戦大会（北海道）
の出場権を懸けた大会です。
　最低気温が氷点下 6.5℃を記録する極寒の中、どのチーム
も雪球を投げる、かわす、相手チームのフラッグを奪い合う
白熱した試合を展開し、一般の部Ｐリーグでは「雪

ゆきんちゅ

人」、レ
ディースの部では「No Name」が見事優勝しました。なお、
大会規定により広島県代表として、日本雪合戦選手権大会
へ出場するのは一般の部「瀬戸内雪球団」レディースの部

「雪
ゆきんこ

娘」、昭和新山国際雪合戦大会に出場するのは一般の部
「Oi!Snipers（オイ！スナイパーズ）」に決定しました。
　２日目には 都市と農村交流推進会議 が主催する「第１回
しょうばら鍋－１グランプリin 雪合戦」のほか、ご当地アイ
ドル「SPL ∞ ASH（スプラッシュ）」によるステージパフォー
マンス、雪上フラッグ奪取ゲームなどのお楽しみイベントも
開催されました。しょうばら鍋－1グランプリin 雪合戦には
10 団体から自慢の鍋が出店され、温かい鍋料理を目当てに
開始前から長蛇の列ができ、雪合戦大会に負けない盛り上が
りを見せました。約 820 人の投票の結果、庄原スペインバ
ルの、アサリでだしを取り野菜を煮込んだ「クラムチャウダー」
がグランプリに輝きました。

土井幹雄会長（左）から緒方孝市監督（右）に特産品を贈呈

雪上フラッグ奪取

歓喜の瞬間

シェルター越しの攻防

しょうばら鍋ー１グランプリin雪合戦

雪合戦大会優勝チーム一覧
レディースの部『No Name』（島根県出雲市）
一般の部 Pリーグ『雪人』（高野町）
一般の部 Fリーグ『CCD ボーイズ』（板橋町）
ジュニアの部『高野雪合戦部・青』（高野町）


